
事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

19年度18年度17年度16年度

49,728
47,10952,470
42,065
7,757

清掃、警備、受付、エレベーター・電気工作物保守等は委託

担当者名
荒川ふるさと文化館管理運営費

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234小坂　潤矢

①決算額（21年度は見込み）
予算額

49,830

53,625

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

入館者数だけで当館の評価をするのは不十分であるが、最も入館者数が多かった開館年を除いた平成11～
14年度と15～17年度では、平均入館者数が1.6倍近く増加しており、当館の存在が区民等に根付いてきた
といえる。今後区民等来館者に荒川の歴史や文化に関心を持ち、より深く理解してもらい、郷土愛を育む
ための施設運営を行う必要性は高い。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
49,728

861
48,969一般財源

その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

荒川ふるさと文化館管理費01－01－01、荒川ふるさと文化館管理運営費（施設改
修）01－01－02、荒川ふるさと文化館一般運営費01－02－01

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

荒川区立荒川ふるさと文化館条例
根拠
法令等

10

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度

49,048
774

49,822
90

861
48,867

957
52,466

49,814
45,737
7,686

53,423
90

932
51,330

49,259
46,284
5,978

52,262
70

736
60,492

56,650
54,452
6,776

61,228
80

934
52,824

53,758
53,758

53,758

21年度20年度

19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度15年度
文化館利用者数（人） 22,143

事項名
22,499
17,981

21,748 22,138
17,243

20,451
15,74017,532 17,180

（単位：千円）

実
績
の
推
移

19,223
15,442

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

49,830

展示室観覧者数（人）

常設展示や特別展示、文化財の保存・収集・伝統技術関連等の事業、情報提供等を行うための施設維持管
理と管理運営を行い、区民の生涯学習の振興並びに荒川区における教育、学術及び文化の発展に寄与する
ことを目的とする。

区民全般・荒川ふるさと文化館利用者等（共有区分　南千住図書館利用者）

【所在地】荒川区南千住6-63-1(南千住図書館と併設)【土地面積】2,723.96㎡
【建物面積】1,499.89㎡【延床面積】5,720.69㎡(文化館2,584.59㎡、図書館2,686.1㎡）
【構造】鉄筋コンクリート地上4階、地下1階
【施設内容】地下1階：収蔵庫(261㎡)、視聴覚室(84㎡・45人)、研修室(53㎡・30人）、工作室(59㎡)
1階：常設展示室(506㎡)、企画展示室(148㎡)、郷土学習室(84㎡)　2階：調査研究室(40㎡)
4階：事務室(282㎡、図書館共用部分含む)
【開館時間】午前9時30分～午後5時(入館は4時まで)
【休館日】月曜日(月曜が祝日・振替休日の場合は開館、翌日休館)、館内整理日、年末年始(12月29日～1
月4日)【入館料】100円(区内在住の障がい者とその介護者・65歳以上・中学生以下は無料)
【主な所轄事業】①荒川区に係る考古、歴史、民俗等資料の収集及び保存②常設展示及び特別展示事業
(企画展等)③資料に係る専門的な調査研究④文化財の保存及び活用⑤郷土学習のレファレンス(資料紹介
や学習アドバイス、団体見学対応等)⑥教育、学術及び文化の振興に関する事業(各種講座)⑦伝統技術の
保護と育成(あら川が項職人教室・伝統技術展)

【工期】建物：平成7年10月19日～10年3月31日、常設展示：平成8年10月1日～10年3月31日
【開設】平成10年5月1日(開館時より南千住図書館と一括で施設管理委託）
①建物建設3,113,381,000円②展示製作委託319,300,000円③外構(駐車場・駐輪場等)167,023,500円

目的

対象者
等

内容

2一部委託

22,000
17,000

経過

終期設定

12-04-31



事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

収蔵庫環境調査委託 786

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度

継続

前年度設定

文化館展示室観覧者数（人）

郷土の歴史や文化に親しむ施設を運営するため必要である。

問題点・課題の改善策検討

22

マスコミからのレファレンスが増加の傾向にあり、荒
川区内外からのニ－ズも増えているため、図書館とも
協力・調整して適切な対応方法を検討し実施する。

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

展示室観覧者＋郷土学習室利用者

18,000 展示室観覧者数

22,138 20,451 19,223 22,000

17,243 15,740

文化館利用者数（人） 23,000

15,442 17,000

光熱水費
旅費

一般需用費

負担金

役務費

委託料

電気・水道料金

非常勤社会保険料

家屋修繕費・展示室電球

研修等参加旅費

7,241
329

0

1,692
0

143

2,046
保守謝礼（長刀） 20
資料調査旅費 227

平成16年度　学芸員の活用について（観光の視点で文化館の有能な学芸員の活用と充分な処遇）

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

2,199

11

非常勤職員報酬 17,983
非常勤社会保険料

非常勤職員報酬

平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）主な事項

630

14,712

電気・水道料金 7,962
資料調査旅費 93
保守謝礼（長刀） 0

17,961
2,199

家屋修繕費・展示室電球

節・細節

資料調査旅費

電気・水道料金

報酬
共済費
報償費

非常勤職員報酬

非常勤社会保険料

保守謝礼（長刀）

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）

各種のレファレンスへの適切な対応によリ文化館の
宣伝効果が期待できる。

施設の雨漏り等の不具合について、営繕課にも協力を
依頼し、早期に原因等を突き止め修繕計画を効率よく
実施できるようにする。また電気設備・電気機器等も
同様に対応する。

施設の不具合がひどくならないうちに手当てするこ
とにより修繕費の節約が見込める。

研修等参加旅費

7,955
家屋修繕費・展示室電球

研修等参加旅費 0

ＨＰの内容を工夫して文化館の魅力を宣伝する。18年
度に協力を開始したつくばエクスプレス主催の夏休み
スタンプラリ－を継続して実施し、文化館の宣伝効果
を上げる。

ＨＰの利用者への効果と、つくばエクスプレスの沿
線情報誌に伝統技術展ほか随時紹介記事の掲載が可
能となるため、新規利用者開拓の効果が期待でき来
館者増が見込める。

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

①荒川区内外に、荒川ふるさと文化館の魅力を知ってもらうためにも、現在のＨＰ等周知方法について効果
的な方法を検討する。
②年々増加するレファレンスに対応する体制づくりが必要。
③開設後10年経過し、雨漏り、収蔵庫の不具合等修繕への対応の増加。

使用・賃借料

備品購入費

印刷製本（館だより） 797

電話・清掃手数料

郵便料（切手）

建物維持管理業務委託

保守（常設展示設備）

複写機賃借料

印刷製本（館だより） 835 印刷製本（館だより） 1,006

郷土資料購入

236
234

20,459
99

173
169

修繕（文化館映像装置等）

電話・清掃手数料

郵便料（切手）

建物維持管理業務委託

保守（常設展示設備）

複写機賃借料

郷土資料購入

3,370
257
141

20,459
32

175
338

電話・清掃手数料

郵便料（切手）

建物維持管理業務委託

保守（常設展示設備）

複写機賃借料

郷土資料購入

254
141

20,400
138

252
340

12-04-31



事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

1直営

2回開催

2回開催

収集・調査した資料、情報を区民に発信し、区民が郷土の歴史、文化に親しみ、理解を深める機会を提供
するとともに、多様な学習ニーズに対応する。

区民全般　　文化館来館者

荒川ふるさと文化館の常設展示を補完するとともに、文化財普及・啓発のために下記の事業を行う。
①企画展…年２回開催。会期２カ月間。荒川ふるさと文化館企画展示室においてテーマに基づいた展示を
　行う。入館料については、通常の100円で実施。平成20年度は、企画展「皆川号外コレクション展」
　「日暮里ＳＡＩＫＯ」を実施。
②館蔵資料展…年１～２回開催。会期１～２カ月。館が所蔵している文化財や、新たに購入した文化財等
　テーマを設定し、展示する。平成20年度は文学館準備担当による「吉村昭展」を開催したため、１回。
③子供向け講座…子どもが参加しやすい夏休み等に「あらかわ職人道場」等の体験学習を実施。
④一般向け講座…「地域史講座」「古文書講座（初級・中級）」等を開催。講師は荒川ふるさと文化館学
　芸員。「文化財講座」：テーマを設定し、様々な角度から荒川を探る講座。外部講師により実施。「史
　跡めぐり」：月見や企画展に合わせた内容で実施。

①平成19年度…企画展２回「吉村昭氏追悼　彰義隊とあらかわの幕末」「千住で一番　江戸で一番　千住
　大橋展」、館蔵資料展３回「皆川号外コレクション展　昭和編」他、夏休み子ども博物館、古文書講
　座、地域史講座、史跡めぐり
②平成20年度…企画展２回「皆川号外コレクション展」「日暮里ＳＡＩＫＯ」、館蔵資料展１回「速報
　あらかわの文化財展」、夏休み子ども博物館、古文書講座、史跡めぐり
③平成21年度…企画展２回「橋本左内と小塚原（仮）」「日本初！下水道処理施設　三河島汚水処理
　場」、館蔵資料展２回「あらかわ伝統工芸品展」他、夏休み子ども博物館、古文書講座、史跡めぐり他

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

2回開催

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

6,709

館蔵資料展 2回開催 5回開催 1回開催

2回開催

3回開催

2回開催 2回開催
特別展1回
2回開催

1回開催
特別展1回
4回開催

15年度
企画展 2回開催

事項名 19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度

21年度20年度

0

8,644

0

621
5,426

7,405
6,047

6,047
220

561
16,483

8,657
8,077
8,967

17,044
105

513
17,510

8,457
6,921
11,102

18,023
130

16,885
470

17,355
130

360
8,363

荒川区立荒川ふるさと文化館条例第１・２条
根拠
法令等

10

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

荒川ふるさと文化館事業推進費（01-02-02）

事務事業の種類

課長名

501
6,208

都（特定財源）

　文化館には、郷土文化の振興と発展及び文化財保護活動に貢献し、さらに多様なニーズに対応してきた
実績があり、郷土文化・文化財の資料や各種事業のノウハウを活用するニーズに対応している。今後もさ
らにニーズが多様化する見込みであるため必要性は大きい。
　また、「地域史講座」をはじめとする講座の根強い人気など、区民自らが郷土の歴史を探求するための
手法を学ぶ講座の必要性が年々高まってきている。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
8,723

①決算額（21年度は見込み）
予算額

6,709

7,344

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234森　　翔　平

・企画展は演示具、パネル等製作・賃借資料の美術梱包輸送等を委託。
・館蔵資料展、子供向け講座、一般向けの講座などは直営で実施。

担当者名
荒川ふるさと文化館事業推進費

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名

8,723
7,3809,098
6,150
11,205

19年度18年度17年度16年度

12-04-32



事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

①来館者・参加者の満足度の把握方法の検討。
②多様化する区民ニーズへの対応と、展示・講座等の質的レベルの確保。

来館者へのアンケート等を工夫し、その集計結果をも
とにした質の向上を目指す。

荒川ふるさと文化館の魅力を向上させることによ
り、来館者の増加が期待できる。

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

荒川ふるさと文化館事業の充実を図ることが可能と
なり、来館者・利用者の増加が期待できる。

270

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）
節・細節

展示制作等委託料
展示品賃借・使用料

報償費
需用費
役務費

企画展講演会謝礼等
企画展図録ポスター等

企画展美術梱包輸送

419

展示品賃借・使用料 22
展示制作等委託料 2,110
企画展美術梱包輸送 758

385
2,772

金額（千円）主な事項
平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

企画展講演会謝礼等 476
企画展図録ポスター等

企画展講演会謝礼等
3,278

企画展美術梱包輸送 1,397
展示制作等委託料 3,223
展示品賃借・使用料

企画展図録ポスター等

151

3,502
1,165
2,840

使用・賃借料

委託料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

企画展示室稼働率（％） 70

618 750

企画展示室開館日数/文化館開館日数

800 講座・講演会など延参加者数

63 70 50 60

608 458

継続

前年度設定

各種事業延参加者数(人)

郷土の歴史や文化に親しむ講座や展示等を提供する事業としての優先度が
高い。

問題点・課題の改善策検討

22

区民ニーズを反映し事業の優先順位を定めるなど、計
画的・効率的な事業運営を図り、併せて展示・講座等
の質的レベルの確保に努める。

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度
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事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

19年度18年度17年度16年度

観光振興課・児童青少年課・文化交流推進課など関係各課、また地域の諸団体と連携し実施する。

担当者名
奥の細道矢立て初めの地　子ども俳
句相撲大会

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234小坂　潤矢

①決算額（21年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

松尾芭蕉の「奥の細道」において、荒川区は旅立ちの地、大垣市は結びの地として位置づいている。「俳
句」という日本伝統の文化を学ぶことによる小学生の言語活動の充実に加え、大垣市と俳句を通じた交流
により、将来的に芭蕉及び「奥の細道」を区の観光資源とし、区内外に対して荒川区への関心を喚起する
ためにも必要である。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
0

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

奥の細道矢立て初めの地　子ども俳句相撲大会　（01－02－03）

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

根拠
法令等

19

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度

0

0

0 0

0

1,766

912
912
854

1,766
10

999

1,213
999

999
75

1,295

1,295
1,295

1,295

21年度20年度

19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度15年度事項名

（単位：千円）

実

績

の

推

移

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

・「俳句」という日本伝統の文化を学びながら、小学生の言語活動の充実を図る。
・荒川区南千住が松尾芭蕉の「奥の細道」旅立ちの地であることから、むすびの地である大垣市と、小学
生の俳句を通じた交流を行い、親交を深める。

区内外の小学生

１ 夏休み子ども博物館（夏休み 荒川ふるさと文化館）
　 小学生を対象とした子ども俳句教室
２ 大垣市「子ども俳句教室」（ 8月21日・22日 大垣市）
　 区立小学校から派遣（小学生２人×３校）
３ 大垣市「芭蕉蛤塚忌全国俳句大会」 （10月18日 大垣市）
　 区立小中学校に作品募集の情報を提供し、参加を呼びかける
４ 文化祭・俳句展示会ジュニア部門募集（展示11月1日～3日 町屋文化センター）
　 荒川区文化祭で小学生の部を新設、作品募集、選考の上、展示（25点程度）
５ 大垣市「第6回東西俳句相撲」（11月3日 大垣市）
　 前年度「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会」上位者を派遣（小学生２人×２組）
６ 荒川区「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会」・予選（12月 区内）
　 区立小学校等から参加者募集
７ 荒川区「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会」（3月21日 南千住）
　 予選通過選手及び大垣市からの招待選手によるトーナメント
８ 荒川区俳句連盟による俳句指導（通年 区内小学校）
　 社会教育課が連盟と調整し希望する学校に講師を派遣
９ 指導者向け講習会
　 著名な俳人による教員等指導者を対象にした講演会を実施
千住大橋鉄橋化80周年記念事業　奥の細道矢立て初めの地「子ども俳句相撲大会」開催
日　時：平成20年3月22日（土）　午後2～4時
会　場：荒川ふるさと文化館地下１階　視聴覚室・研修室
参加費：無料　　※その他大垣市から子ども６名を招待
第２回奥の細道矢立て初めの地「子ども俳句相撲大会」開催
日　時：平成21年3月20日（金・祝）　午後1時30分～4時
会　場：南千住第二中学校　体育館
参加費：無料　　※その他大垣市から子ども６名を招待

目的

対象者
等

内容

2一部委託

経過

終期設定
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事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度

推進

前年度設定

俳句という伝統文化を通じて言語活動の充実を図るとともに、奥の細道旅
立ちの地を区内外に発信する。

問題点・課題の改善策検討

0 22

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

8

平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）

229
印刷製本（ポスター等） 495
賞状筆耕料 38

使用料
負担金・交付金

会場設営委託

招待者参加費

417

176

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

25
203

大会選者謝礼 163
大会・教室引率派遣旅費

大会選者謝礼
主な事項

105

会場設営委託 299
賞状筆耕料 8

印刷製本（ポスター等） 426

115

206

節・細節

賞状筆耕料
会場設営委託

報償費

旅費

一般需用費

大会選者謝礼

印刷製本（ポスター等）

役務費
委託料

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）

大会・教室派遣参加費

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

142
会場使用料

招待者参加費 151

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

①荒川ふるさと文化館（社会教育課）の職員のみでは実施は困難であり、より有効な事業として実施するた
めに関係各課の連携が必要である。
②荒川区と大垣市の交流に関する事業のため、大垣市との連携が不可欠である。
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事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （ 直営の場合 ●常勤 ●非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

目的

対象者
等

内容

区民に伝えられる有形・無形の文化財を区民全体の財産として、その保存・活用のための必要な措置を講じ、
区民の文化的向上に資すると共に郷土文化の振興と発展に貢献する。

区民一般　　文化財所有者・保持者・団体　　文化財保護審議会委員　　　文化財保護推進員
土地・建築関係業者

1直営

6回開催
7回開催
6件
10件

①文化財保護推進員…文化財の保護と啓発活動をする非常勤職員　区民15名で構成
　 ・隔月推進員会の開催　・区内文化財等の調査活動　・文化財事業の協力
②史跡説明板…設置：年1基、修理：臨時、（平成21年3月末現在：125基）
③文化財保護奨励金等の交付…文化財の保護奨励のため、区登録文化財の所有者、保持者及び団体に予算の範囲
　内で奨励金を交付。また区指定文化財の緊急修理に　対して補助金を予算の範囲内で交付。
④文化財保護審議会…教育委員会の諮問に対し、答申する。平成20年度　区登録（４件)・指定(２件）文化財を
　諮問
⑤年中行事・民俗芸能映像記録保存…平成19年度「刷毛職人関根起吉氏の生活誌」平成20年度「刷毛職人関根
　起吉氏（編集作品）
⑥埋蔵文化財の調査…「文化財保護法」により、区内周知の包蔵地における土木工事の届出に関する事務処理
　（東京都へ進達他）、確認調査、試掘立会い、本格調査の実施に関する調整事務を行う。

・昭和47年度：史跡説明板設置開始　　　　　　　　　　　・平成18年度　町屋四丁目実揚遺跡Ｂ発掘調査（19年度報告書発行）
・昭和53年度　文化財調査員（非常勤職員設置　　　　　　・平成19年度　町屋四丁目実揚遺跡Ｃ発掘調査（報告書発行）
・昭和57年度　文化財保護条例施行　　　　　　　　　　　・平成20年度　日暮里延命院貝塚Ｂ発掘調査（20年度報告書発行）
・昭和57年度　文化財保護審議会設置　　　　　　　　　　・平成21年度　町屋四丁目実揚遺跡Ｄ発掘調査（報告書発行）
・昭和58年度　文化財保護推進員設置
・昭和60年度　民俗調査開始（～平成9年度）
・平成6年度　年中行事映像記録開始
・平成10年度　荒川ふるさと文化館開館（文化財保護関連事業は荒川ふるさと文化館の担当事務となる）
・平成17年度　町屋四丁目実揚遺跡Ａ発掘調査（報告書発行）

9件

6回開催
8回開催

6回開催
6回開催

3件

15年度
文化財保護推進員会

実
績
の
推
移 10(1)件

6回開催
8回開催

指定・登録文化財件数 5件 8件
埋蔵文化財調査支援委託

9件7件

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

5,893

文化財保護審議会・部会

（単位：千円）

6回開催 7回開催
6回開催 6回開催

8回開催

8件 10(1)件 10(1)件8件

6回開催

10件

事項名 19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度

21年度

1,0001,000
2,0002,000

20年度

301
6,854

10,155
10,155

10,155

78
8,784

13,089
11,862

11,862

76
6,929

10,668
9,255

9,255

750
1,500

75
11,497

9,584
7,994
5,978

13,972
70

800
1,600350

21,853

500
250
76

22,679
70

85
5,095

荒川区文化財保護条例　文化財保護法
根拠
法令等

47

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度 年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

文化財保護奨励費（01－03－02）　文化財保護審議会（01－03－01）
映像記録保存（01－03－05）

事務事業の種類

課長名

400
200
57

5,236

都（特定財源）

荒川区の歴史・文化を知るうえで貴重な有形・無形の文化財を、保護し次代に伝えるため必要である。必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
175

5,705

①決算額（21年度は見込み）
予算額

5,893

7,974

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局社会教育課

内線 3807-9234中村　利雄

文化財保護審議会（文化財登録・指定の場合）
①教育委員会事務局内部調査　②文化財保護審議会に諮問　③文化財保護審議会（部会調査）　④答申　⑤教育
委員会決定　　⑥告示

担当者名
文化財保護奨励費

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名

5,705
16,8097,670
16,646
6,033

19年度18年度17年度16年度
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事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

①登録文化財に諮問する候補については、「寺社調査」「区史編纂」「石造物調査」などで収集した情報から選定
　してきたが、文化館開館後は展示準備のための調査の際に収集した情報からも選定を行っている。しかし、展
　示など普及事業への対応が主となり、文化財保護を目的として新たな調査の予算計上も難しいことから、他の
　分野の文化財を網羅的に把握できてない。なお、近代建造物については、東京都の実施した調査の協力によ
　り得られた情報がある。
②平成18年度から、包蔵地内の建築工事の届出が増えており、試掘件数が増加しているが、包蔵地内の工事に
　関する届出がまだ不十分であるので、さらに周知の努力をする。

文化財保護推進委員に情報提供等の協力を更に依頼し情報収
集に務め、実態調査の必要度を決めて調査実績を少しずつ増
やす。

提供情報の収集により実態調査の必要度を決め、こ
れにより緊急性のあるものから調査するようにでき
る。

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

埋蔵文化財への関心が向上し、包蔵地内の工事に関
する届出の周知が徹底する。

文化財保護奨励金

3,690

トラック借上げ
文化財保護奨励金

金額（千円）主な事項

26予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）

1,910

消耗品・物品修繕

埋蔵文化財調査

報酬
報償費
旅費

審議会委員・推進員
文化財緊急調査謝礼
審議会委員旅費

委託料

一般需用費

1,848

埋蔵文化財調査 3,679

消耗品・物品修繕 409

審議会委員旅費 16

1,867
0文化財緊急調査謝礼

節・細節
平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成16年4定　近代遺産の保存と語り部について
平成17年3定　明治時代のレンガ塀等の文化財指定について

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

71
2,265

審議会委員・推進員 2,211
文化財緊急調査謝礼

審議会委員・推進員

審議会委員旅費 50

消耗品・物品修繕 687

トラック借上げ
文化財保護奨励金

4,214

37
1,885

史跡説明板等設置
映像記録保存

26
20

486

トラック借上げ

6

賃借料
交付金

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

文化財登録件数（総数）
5件
(266)

2件 2件

7件
(257)

4件
(261)

2件 2件

推進

前年度設定

文化財指定件数

区の有形・無形文化財を次代に伝えるため、必要性が高い。

問題点・課題の改善策検討

22

平成18年度から、包蔵地内の建築工事の届出が増え、試掘等
の件数が増加している。各課宛に、「包蔵地内の工事等につ
いて」の依頼文を配り周知をさらに徹底する。また、埋蔵文
化財のＰＲをする。

3件 登録文化財のうち指定文化財とした数

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度

毎年登録する文化財件数（総数）
5件
(243)

7件
(250)

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

埋蔵文化財調査

0

462
273

史跡説明板等設置
映像記録保存

620

審議会・推進員会食糧費 25

役務費 文化財登録書等筆耕 文化財登録書等筆耕 文化財登録書等筆耕 11

食糧費

6

394
483

史跡説明板等設置
映像記録保存 499

煉瓦塀構造調査委託 3,098

12-04-34



事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
○ ●
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

19年度18年度17年度16年度

8,232

セレモニー会場設営等委託

担当者名
橋本左内墓套堂復元整備事業

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234小坂　潤矢

①決算額（21年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

　「橋本左内の墓旧套堂」は、区民の保存活用の要望が強く、文化財的な価値及び観光資源としての価値
が高い。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
0

0一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

橋本左内墓套堂復元整備事業（01－03－03）

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

荒川区文化財保護条例
根拠
法令等

17

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度

8,232

8,232

0 0

0

2,435

5,733
300
2,135

2,435
25

30,743

30,747
30,743

30,743
75

555

555
555

555

21年度20年度

19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度事項名 15年度

（単位：千円）

実
績
の
推
移

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

「橋本左内の墓旧套堂」を地域の歴史を伝承する文化財として活用を図る。

一般区民・観光客

「橋本左内の墓旧套堂」復元整備事業
  「橋本左内の墓旧套堂」は、小塚原刑場跡（南千住五丁目、区指定史跡）である回向院にあった南千住
のシンボル的な建造物であり、平成17年に回向院の境内整備事業で破棄の危機にあったが、保存活用を求
める地元住民の署名活動により、区に寄贈され、21年に文化館前に復元されたものである。
  本事業は、全国的にも著名な歴史上の人物ゆかりの文化財を、南千住をアピールする観光資源として、
また町のモニュメントとして保存活用するものである。
　事業内容は、旧套堂の記念セレモニーからなり、21年度ふるさと文化館第1回企画展「橋本左内と小塚
原（仮）」の関連イベントとしても行う。

　平成17年12月の橋本左内墓旧套堂の寄贈を受けて、平成18年1月、教育委員会内で経費(823万2千円）を
確保し、解体工事を実施。荒川ふるさと文化館の仮設施設に保管。平成19年12月の庁議にて、移設先が荒
川ふるさと文化館前に決定。平成20年2月、教育委員会にて荒川区登録有形文化財に決定。平成21年2月、
復元工事竣工。

目的

対象者
等

内容

2一部委託

経過

終期設定

12-04-35



事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

300

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

建築復元工事業務委託

20年度 21年度

ｾﾚﾓﾆｰ会場設営委託

継続

分類についての説明・意見等
今年度設定

推進

前年度設定

区の文化財として、観光資源としての周知に更に努める。

問題点・課題の改善策検討

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名
18年度 19年度

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

印刷製本(ﾎﾟｽﾀｰﾁﾗｼ） 263

金額（千円）主な事項
節・細節

左内像説明板製作 8
套堂説明ﾊﾟﾈﾙ製作 21

落成ｾﾚﾓﾆｰ展示製作委
託

264
30,450

一般需用費

委託料 敷地測量及び照明設備
増設等基礎調査委託

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算） 平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）

292

地域の関心が高い現在、復元後も史跡巡り等の住民参
加イベントを行い、旧套堂の活用を図っていく。

住民参加のイベントを行い、保存活用を図ること
で、文化財保護の意識が高まる。

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

12-04-35



事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ○ ） ○建設事業 ●それ以外の継続事業
● ○
○有●無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

29人(2回)40人(5回） 36人(4回） 40人(4回）

19年度18年度17年度16年度

14,726
15,19515,537
12,034
5,171

伝統技術展は荒川区・荒川区教育委員会・荒川区伝統工芸技術保存会・荒川史談会の共催。技術展会場設
営及び記録映画制作は委託

担当者名
江戸伝統技術

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名 教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234中村　利雄

①決算額（21年度は見込み）
予算額

16,323

17,310

【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

都（特定財源）

①「あらかわの伝統技術展」伝統工芸技術の素晴らしさを区民に紹介し、理解を深める絶好の機会である。必要性有
②「学校職人教室」本区の特色である伝統工芸技術を児童・生徒の豊な心を育む教材として活用している。必要性有
③伝統工芸記録映画制作　映画上映・貸出等により伝統工芸技術の理解を深める有効な手段になっている。必要性有
④伝統工芸品購入　伝統工芸技術は、保持者の死亡等で失われることも多く、技術の記録保存として有効である。ま
た工芸品を展示等で紹介することにより技術の理解を深めるのに有効である。必要性有⑤職人体験道場→あらかわ職
人体験道場　「あらかわの伝統技術展」「学校職人教室」の他に、伝統工芸技術の素晴らしさを子ども達に紹介する
機会を増やすために実施。必要性有⑥「庁舎エントランス展示」は、伝統工芸技術の普及のみならず、荒川区のＰＲ
のために有効である。必要性有。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
14,726

19
16,304一般財源

その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

江戸伝統技術（01－03－04）

事務事業の種類

課長名

年度平成昭和
年度

根拠
法令等

55

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度

17,197
8

17,205
60

9
14,717

5
20,557

16,728
15,438
5,124

20,562
60

5
23,045

22,527
18,353
4,697

23,050
55

2
15,757

16,052
15,759

15,759
195

656
28,306

28,962
28,962

28,962

21年度20年度

19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度
21,000人

1本（41）
1式（46）

22校

23人(4回)

12,000人 18,000人

1本（42）
1式（48）

22校 22校

1式（50）

4回

17,000人

1本（43）
1式（49）

23校 23校

27人(2回)
工芸品購入（）内累計

1本（40）
1式（45） 1式（47）

0本（41）

「庁舎エントランス展示」

「あらかわ職人道場」（）内実施回数

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

16,323

伝統工芸記録映画（）内累計

15年度
「伝統技術展」入場者数 15,000人

事項名

「学校職人教室」参加校数 22校

江戸時代から受け継がれてきた無形文化財である区内の伝統工芸技術を保存継承し、広く区民に紹介す
る。伝統工芸技術保持者の記録映画制作、作品の購入、作品展示、実演公開を行い、区民の関心を高め、
理解を得るとともに技術保持者の後継者育成の意欲促進を図る｡

伝統工芸技術保持者
伝統技術展来場者　職人体験道場参加者　伝統工芸技術記録映画視聴者　文化館展示観覧者
学校職人教室実施校児童

①「あらかわの伝統技術展」区内の伝統技術保持者が一堂に会して、作品の展示・技術の実演・来場者の
体験コ－ナ－等を行う。会場　荒川総合スポ－ツセンタ－（平成14年度より）②「学校職人教室」区内の
伝統工芸技術者が区内小学校に赴き、技術の実演・解説・児童の体験などを行う。③区指定無形文化財保
持者の伝統工芸技術を記録する映画（「伝統に生きる」）制作。昭和60年より実施。④「伝統工芸品購
入」区指定無形文化財保持者の作品を購入。原則として記録映画で制作過程を撮影した作品等を購入⑤
「職人体験道場」ふるさと文化館のエントランスを活用し、伝統工芸技術を体験できる教室を実施。⑥
「庁舎エントランス展示」あらかわブランドの伝統工芸品を展示。年４回展示換え（平成20年度より）。

①「あらかわの伝統技術展」昭和55年度より開催。平成20年度第29回（9月5日～7日）、平成21年度第30
回（12月18日～20日）②「学校職人教室」昭和59年度より開催。③伝統工芸技術記録映画制作。昭和60年
より実施。平成19年度：田中作典（犬張子）、20年度：高久秀芳（人形頭）累計／44本。④「伝統工芸品
購入」平成元年より購入。20年度購入品：人形頭、累計／50点。⑤「職人体験道場」平成16年度試行、17
年度より本格実施。18年度以降実施継続

目的

対象者
等

内容

1式（51）

4回

18,000

1本（45）

17,000人
23校

経過

終期設定

2一部委託

（単位：千円）

実
績
の
推
移

1本（44）

12-04-36



事務事業分析シート（平成２１年度）
No2

①

②

③

④

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

23 23 19年度から全小学校参加（23校）学校職人教室参加校数 22 23 23

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

推進

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度

推進

前年度設定

伝統技術展参加職人数

区の伝統工芸技術についても関心を高め理解を深めるため、必要性が高い。

問題点・課題の改善策検討

6

産業振興関連の所管と連絡を密にし、職人を始め伝統
技術に関する情報を木目細やかに提供していく。

30
18年度から｢夏休みこども博物館｣
の中で子ども向け事業として実施

概数

66

あらかわ職人道場参加人数

18,000 17,000 17,000 18,000

75 75

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

伝統技術展入場者数 20,000

66 66

36 40 27 29

委託料

役務費

使用料

技術展会場設営・映画制
作

技術展当日賄

技術展会場使用料
伝統工芸品購入

11,180

1,357
50

304
1,555
1,388

260
技術展ポスター制作 4,733
技術展ポスター掲示委託 1,593

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

2,012
3,500

伝統技術展・学校職人教
室･謝礼 4,095

技術展当日賄

伝統技術展・学校職人教
室･謝礼

平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）金額（千円）主な事項

1,391

2,522

技術展会場設営・映画制
作 9,680

技術展ポスター掲示委託 1,267
技術展ポスター制作 658

2,252

210

技術展会場使用料

節・細節

技術展ポスター掲示委託

技術展会場設営・映画制
作・シンポジウム委託

報償費

食糧費
一般需用費

伝統技術展・学校職人教
室･ シンポジウム講師謝
礼

技術展当日賄
技術展ポスター制作

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）

荒川区の伝統技術に関する情報を広く提供すること
により、区内外の人々に伝統技術について広く理解
と関心をもってもらえる。

学校職人教室の事前学習については、学校との連絡調
整を充分に図り、さらに効果のある事業としていくた
めの意見交換を実施する。

次代を担う子ども達に伝統技術について興味や関心
をもってもらえる。

伝統工芸品購入

12,769

技術展会場使用料
伝統工芸品購入 301

①伝統技術展　総合スポーツセンターは区内職人が一堂に会することはできるが、区内外からの来場をさら
に促進するには交通の便がよくない
②伝統技術の継承には、産業振興の視点が不可欠であり関連部課との連携が不可欠である｡
③学校職人教室は事前学習が不足すると､児童の興味・関心を引きにくく職人との対話も進まないときがあ
る。

交通の便が良くない部分は、従来の宣伝のほかに、新聞
社、関連ホームページへ積極的に働きかける等の努力をす
る。更に、荒川ふるさと文化館のエントランスなどで技術
展以外に実演・展示の場を確保し伝統工芸にふれる場を提
供する等の新たな宣伝機会を工夫する。

区内外への多様な働きかけにより、伝統技術展を広
範囲に宣伝し、入場者の増加が期待できる｡

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

他
区
の
実

施
状
況 伝統技術展は、他に文京区・北区・葛飾区・江東区・墨田区・練馬区で実施。学校職人教室は全国で荒川区のみ

未実施実施

12-04-36



事務事業分析シート（平成２１年度）
No1

○ （○ ● ） ○建設事業 ○それ以外の継続事業
○ ●
●有○無
○法令基準内 ○都基準内 ●区独自基準 ○計画 ●非計画

（ ） （直営の場合 ○常勤 ○非常勤 ○臨時職員 ）

経過

終期設定

2一部委託

20年度は荒川ふるさと文化館の開館10周年に当たり、開館10年間に収集・調査した資料、情報、文化財等
について、開館10周年を記念した特別公演、特別講演会等の事業を開催し、広く区内外に周知した。ま
た、荒川ふるさと文化館のこれまでの実績や郷土文化の振興と発展、文化財保護普及への貢献についても
合わせて周知した。

区民全般・観光客

「荒川ふるさと文化館開館10周年記念事業」
平成20年4月26日（土）
・開館10周年記念セレモニー（ふるさと文化館1階エントランス・地下1階視聴覚室）
・特別公演「江戸の里神楽」公演（松本源之助社中）
・対談「江戸の里神楽を語る」　松本常雄氏、宮本保男氏（松本社中）、八木橋伸浩氏
・特別講演会「里神楽の魅力」　講師　三田村佳子氏
平成20年4月26日（土）～6月15日（日）
・企画展示「荒川ふるさと文化館10年の歩み」＆「速報！あらかわの文化財」展
・開館10周年記念展示室入館料無料（平成20年4月26日（土）～5月6日（祝））
平成20年12月7日(日)・11日(木)・19日(金)
・開館10周年記念講座（特別文化財講座）　河合正朝氏、山本暉久氏、伊藤裕久氏、岩淵令治氏
平成21年3月
・文化館で、平成17年7月15日発行の創刊号から「区報Ｊｒ」に野尻総括学芸員が執筆し連載している
「あらかわ今昔ものがたり」を一冊の本にして発行した。区内の小中学校に配布。文化館では有償頒布。

平成10年5月1日　　荒川ふるさと文化館開館

目的

対象者
等

内容

（単位：千円）

実
績
の
推
移

予
算
・
決
算
額
等
の
推
移

15年度事項名 19年度 20年度 21年度16年度 17年度 18年度

21年度20年度

0

0

3,604

3,751
3,604

3,604
115

0

0

0

0

0

0

0

根拠
法令等

20

行政評価
事業体系

文化創造都市[Ⅴ]
伝統文化の継承と都市間交流の推進[09]政策

施策

開始年度
20
年度平成昭和
年度

一般財源
その他（特定財源）

事務事業名

伝統的文化の保存と継承[09-03]

実施基準
分野

事務事業を構成する小事業名
及び予算事業コード（21年度）

荒川ふるさと文化館開館10周年記念事業01－02－98

事務事業の種類

課長名

0

都（特定財源）

開館後10年間に収集、調査した資料、情報、文化財等について、開館10周年を記念した特別公演、特別講
演会等の事業を開催したことにより、荒川ふるさと文化館のこれまでの実績や郷土文化の振興と発展、文
化財保護普及への貢献について広く区内外に知らしめることができた。

必要性

実施
方法

15年度

国（特定財源）
0

①決算額（21年度は見込み）
予算額

0
【事務分担量】（％）
合計（①＋②）

②人件費

教育委員会事務局社会教育課

内線 3807－9234小坂　潤矢

セレモニー・特別公演会場設営委託、記念展示製作等委託

担当者名
荒川ふるさと文化館開館10周年記念
事業

新規事業 21年度 20年度

計画区分

佐藤　泰祥部課名

19年度18年度17年度16年度
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No2

①

②

③

問
題
点
・
課
題

（

指
標
分
析
）

（ 区 区）

①

②

③

議
会
質
問
状

況
（

要
旨
）

他
区
の
実

施
状
況

未実施実施

改善により期待する効果平成22年度以降に取り組む具体的な改善内容

予
算
・
決
算
の
内
訳

金額（千円）

平成20年度（決算）

ﾎﾟｽﾀｰ写真著作権

節・細節

報償費
食糧費
一般需用費

10

今昔ものがたり製作委託 2,520
会場・展示製作委託 423
消耗品・ﾎﾟｽﾀｰﾁﾗｼ 265

378
8

金額（千円）主な事項
平成21年度（予算）
主な事項 金額（千円）

平成19年度（決算）
主な事項

事務事業の分類

公演・講演会講師謝礼

招待者賄

委託料

使用料

指
　
　
　
　
標

事務事業の成果とする指標名

－

前年度設定

２０年度のみの実施事業である。

問題点・課題の改善策検討

22

指標に関する説明
指標の推移

目標値
(22年度)

休止・完了

分類についての説明・意見等
今年度設定

18年度 19年度 20年度 21年度
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